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鉛蓄電池の出力（12 V）からAC100 Vを生成する装

置を製作しました（写真1）．どんなところへでも容易

に運搬できる電源装置があれば，キャンプ地や農地の

ような交流電源の無いところで交流機器を使うことが

できますし，自然災害などの非常時の電源としても役

立ちます．

筆者はかつて本誌2006年1月号において，水力発

電機と組み合わせて使う汎用電源装置を紹介しました．

その際にAC100 Vを出力する電源には市販のインバ

ータを利用しました．

● 市販品にはデメリットがある

車のシガレット・ライタからAC100 Vを作るイン

バータが，容易に入手できるようになりました．従っ

てDC－ACインバータ自作のメリットは少ないよう

に思えます．しかし，市販のインバータは，水力発電

機の電圧が0 Vから徐々に上昇したり回転が大きく変

動したりすると，起動しなかったり出力が不安定にな

ったりすることがあります．またインバータをブラッ

製作の動機

ク・ボックスとしてしまうと，パワー・エレクトロニ

クスの技術やノウハウがほとんど身に付きません．そ

こで自作に挑戦しました．

● 市販インバータはAC100 V負荷の突入電流を大き

くとれない

市販のDC－ACインバータの構成例を図1に示しま

す．鉛蓄電池の電圧を25 kHzでスイッチングして，

100 V×√‾2≒DC141 Vを作ります．次にこの電圧を

50/60 Hzでスイッチングすることで，AC100 V（実効

値）を作り出しています．DC12 Vを昇圧するときに，

そのスイッチング周波数を高くすればトランスTの

寸法を小さくできます．この方法により，市販インバ

ータの小型軽量化が実現できています．

さて，この回路はPWM波形発生回路が①と②の2

個，スイッチング回路が2カ所と，回路規模はかなり

のものとなります．

この方式は，（1）AC100 V負荷の突入電流が大きく

取れない，（2）入力電圧が徐々に上昇したときに起動

しにくいなど，水力発電機や太陽電池と組み合わせた

ときに正常に動作しない可能性があります．

● 負荷変動に強い回路を製作

（1）と（2）の理由から今回はトランスTをバイブレー

タ・コイルによって50または60 Hzで駆動する方法

（図2）を採用することにしました．トランスの容積が

大きくなりますが，次の利点があります．
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写真1 蓄電池のDC12 VをAC100 Vに変換するDC－ACインバ

ータを製作
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図1 一般的なDC－ACインバータの原理


